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■子育て支援センター機能の充実

　▶2,353万円

　　子育て支援センター「くるる」を新しく建設され

た複合施設「アップルとおかまち」（本町２）に移

設しました。遊戯室スペースのほか、乳児スペース・

図書スペース・相談専用室を設置しました。

■大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ2015

　▶４億1,949万円

　　第６回展の開催。今までに蓄積された約200点の

アート作品に加え、地域の資源や課題に寄り添う約

100点の新作を展開し、より地域に根差した芸術祭

を開催しました。

未
来
に
向
け
て

 
輝
く
ま
ち
づ
く
り

ちち
づづ
く
り
く
り
く
り

平
成
27
年
度
の
決
算
・
主
な
事
業
・

財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

づづ
平
成
平
成
2727
年
度
の
決
算
・
主
な
事
業
・

年
度
の
決
算
・
主
な
事
業
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財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

●
問
合
せ
＝
財
政
課
財
政
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
４

　市では、昨年度、歳出総額575億4,339万円

（一般会計と特別会計の合計）を有効に活用し、

「選ばれて 住み継がれるまち とおかまち」

を目指して、まちづくりを進めました。

　平成27年度のまちづくりの主な取組みや

会計状況・財政状況をお知らせします。

「活力ある元気な
　　　まちづくり」

特
集

■介護施設等の開設準備支援 

　▶1,676万円

　　「小規模多機能型居宅介護施設」や「認知症高齢

者グループホーム」の開設にかかる経費を助成しま

した。

■市制施行10周年記念事業 

　▶2,468万円

　　10周年を記念してさまざまな事業を実

施しました。

■シェアハウス（お試し移住施設）を整備 

　▶5,391万円

　　スローライフを実現したい若年層に、お試し移住

の場として利用してもらうため、竹所集落の空き家

１棟を「シェア

ハウス」として

整備しました。

また、新水集落

にも整備するた

め、設計などを

行いました。

■まちなかに市民の活動施設を整備（分じろう・

十じろうなど）▶７億1,205万円

　　中心市街地でさまざまな市民主体の活動がで

きる拠点施設を整備しました。

■企業の人材確保のため若者の就労を支援 

　▶37万円

　　大学などの就学時に奨学金制度を活用した若

者が、卒業後に市内企業などに就職したとき、

奨学金返還金の一部を支援しました。

■河川利用の推進▶3,311万円

　　信濃川ラフティングの発展を目指すため、ミ

オンなかさとを中心とした拠点整備、沿川の親

水整備などに必要な計画を策定しました。また、

地域の魅力を発信できるアウトドアフィールド

ガイドの育成を図りました。

■縄文文化を世界に発信▶474万円

　　「縄文文化」を日本文化の源流として認識し

てもらえるよう、国内外へ情報発信しました。

■農業の担い手強化・確保の推進▶977万円

　　米価などの下落に左右されない担い手の強化

と確保を図るため、認定農業者を対象に、経営

診断・経営規模の拡大・経営規模拡大に伴う雇

用に対して支援しました。

■新しい博物館の建設に向けて計画づくりをスタ

ート ▶853万円

　　新しい博物館建設に向けて、博物館建設基本

計画検討委員会を組織し、計画を策定しました。

［その他の事業］

■景観に配慮した市営住宅の改修（松代：市営釜

田住宅）▶2,776万円

■米の需給調整の推進▶1,870万円

■中山間地の農業生産法人などの生産体制を支援

▶631万円

■平和教育の推進▶319万円

■市民文化ホール・中央公民館の建設

　▶11億8,576万円

■クロアチアピッチの積極的な活用▶195万円

■ハピ婚サポートセンター開設▶747万円

■定住促進助成事業▶620万円

■空き家バンクの開設▶265万円

■中心市街地での新規事業展開の支援 

　▶797万円

　　空き店舗や空き家を有効活用する事業を行うと

きの、改修や設備取得経費の一部を助成しました。

平成27年度 決算 未来に向けて輝くまちづくり

［その他の事業］

■保育園の施設改修に向けた実施設計（西・水

沢・千手保育園）▶2,347万円

■耐震化などの学校整備（松之山中学校の改築

など）▶12億8,018万円

■保育サービスの向上と保護者負担の軽減

　▶２億2,849万円 

■障がい者グループホーム建設の支援

　▶800万円 

■十日町市の魅力を伝える「ふるさと教材」作成

▶117万円 

■寺子屋塾の拡充▶529万円 

■ふるさと信濃川教室（小学校５年生対象）

　▶329万円 

■地域に根差した学校給食の提供（十日町産コ

シヒカリの米飯給食を増やすなど）

　▶３億340万円

■小・中学校にタブレット端末を導入▶78万円

※事業費は平成27年度支出額　※一部イメージ写真使用

平成
27年度 主 取な 組み 「人にやさしい

　　　まちづくり」
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「安全・安心な
　　　まちづくり」

■医師派遣大学寄付事業▶100万円

　　地域医療の確保・充実のため、医師派遣

大学に対して新たな支援を展開しました。

■地域おこし協力隊の配置 ▶5,749万円

　　都市部からの人材を配置し、中山間地集

落の維持存続のため、地域住民自らの持続

的な集落づくり活動の拡大を図りました。

■小水力発電の事業化 ▶1,000万円

　　環境に優しい地域社会を目指し、エネル

ギー生産を化石燃料から、小水力発電など

の自然エネルギーに替えるため、発電候補

地の概略設計を実施しました。

［その他の事業］

■医師研究資金貸与事業▶1,800万円

■医療施設整備等支援事業▶1,379万円

■看護職員就業支援金支給支援事業▶100万円

■看護師、理学療法士等修学資金貸与事業▶490万円

■流雪溝整備（川治・川西地域）▶6,381万円

■安全・安心な道路整備（稲荷町線など54路線）  

▶９億7,715万円 

■松之山支所にバイオマスボイラー導入▶6,365万円

■橋・トンネルなどの点検・修繕を強化

　▶１億9,026万円

■除雪による冬季間の交通確保▶14億2,106万円

■克雪・耐震・省エネのための住宅リフォームに補助

▶1,934万円

■消雪パイプの整備・更新（14路線）▶２億3,331万円

■太陽光発電などに助成▶493万円

■集会施設の維持修繕を助成▶465万円

■防災行政無線をデジタル化▶１億4,378万円

■新消防庁舎の整備など（広域事務組合負担金）  

▶１億2,270万円

■バイオマス産業都市構想を策定▶325万円

■第二次の総合計画を策定▶372万円

　　合併から10年が経過し、４月から施行させ

る「まちづくり基本条例」を踏まえて、平成

28年度から始まる総合計画を策定しました。

■市内７郵便局での証明書交付を継続▶104万円

　　市内の郵便局７か所で住民票などの証明書

を交付しました。

■証明書のコンビニ交付の実現（準備）

　▶9,598万円

　　 平 成28年 ６ 月

から全国のコンビ

ニで住民票などの

証明書が交付でき

るように準備をし

ました。

■地域自治組織の活動を支援▶6,764万円

　　行政との協働により特性を生かした地域づ

くりに取り組

む地域自治組

織の活動を継

続して支援し

ました。

［その他の事業］

■公債費の繰上償還▶４億3,064万円

■土地開発公社の土地の買い戻し▶３億3,231万円 

■とおかまち応援寄付金の充実▶106万円 

「まちづくりの
　　実現のために」

県支出金
24億9,519万円（6.2%）

地方譲与税
３億5,444万円（0.9%）

地方消費税交付金
10億7,877万円（2.7%）

その他
１億5,822万円（0.3%）

繰越金 22億9,443万円（5.7%）

諸収入 18億4,101万円（4.5%）
使用料・手数料 ３億5,251万円（0.9%）

その他 11億2,909万円（2.7%）

分担金・負担金 ３億5,073万円（0.9%）

市債
49億9,250万円
（12.3%）

国庫支出金
46億8,651万円
（11.6%）

市税
61億2,179万円
（15.1%）

地方交付税
146億7,621万円
（36.2%）

自
主
財
源
29.8%

依
存
財
源
70.2％

歳入

一般会計
443億5,900万円（61.6%）

簡易水道事業特別会計 58億9,776万円（8.1%）

下水道事業特別会計
196億450万円（27.2%）

水道事業会計 20億8,647万円（2.9%）

松之山温泉配湯事業特別会計 1,600万円（0.1%）
国民健康保険特別会計 350万円（0.1%）

　市が国や銀行などの金融機関

から長期に借りているお金の残

高です。

災害復旧費
1億7,674万円（0.5%）

労働費
4,072万円（0.1%）

議会費
2億2,784万円（0.6%）
消防費
14億2,309万円（3.7%）
農林水産業費
17億7,783万円
（4.6%）

衛生費
26億7,832万円
（7.0%）

民生費
83億7,029万円
（21.7%）

土木費
54億5,188万円
（14.2%）総務費

44億3,320万円
（11.5%）

教育費
48億9,627万円
（12.7%）

商工費
36億9,383万円
（9.6%）

公債費
52億9,936万円
（13.8%）

歳出
（目的別）

20億6,203万円の黒字

一　般　会　計

※（　）内は構成比

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 70億470 68億5,594

国民健康保険診療所 1億8,605 1億6,092

後 期 高 齢 者 医 療 5億2,916 5億1,622

介 護 保 険 69億9,819 68億3,764

簡 易 水 道 事 業 14億5,265 13億1,615

下 水 道 事 業 35億8,546 33億7,201

松之山温泉配湯事業 1,741 1,514

合　　　計 197億7,362 190億7,402

 （単位：万円）

※（　）内は構成比

　黒字となったお金は平成28年度に繰り越さ
れ、平成28年度当初に見込んでいなかった事
業に充てられるなど、有効に利用されます。

歳 入 405億3,140万円［前年度比0.7％減］

歳 出 384億6,937万円［前年度比0.2％減］

民生費
 150,396円

福祉の充実に

土木費
 97,958円

道路の建設や
都市計画に

総務費
 79,655円

人件費などに

教育費
87,975円

学校や社会
教育に

公債費
95,218円

借入金の
返済に

衛生費
48,124円

医療やごみ
処理などに

商工費
66,370円

産業や観光に

農林水産業費
31,944円

農業などの
振興に

消防費
25,570円

防災安全の
ために

その他
8,002円

災害復旧や
議会の運営

などに

　27年度の一般会計の歳出決算額を28年３

月末の人口５万5,655人で割ったおおよそ

の金額です。

市民１人当たりの歳出額 約69万1,211円

地方債残高 719億6,723万円

平成
27年度 会 状計 況

平成27年度 決算 未来に向けて輝くまちづくり

特　別　会　計
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財政の弾力性・財政力の強さの状況 ～財政指標～

市財政の運営状況 ～健全化判断比率・資金不足比率～

12.37％赤字なし

実質公債費比率

将来負担比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

早期健全化基準十日町市の指標

20％

17.37％

12.7％ 25％ 35％

赤字なし

資金不足なし

30％

財政再生基準

資金不足比率 20％

経営健全化基準

350％88.3％

財
政
悪
化

経
営
悪
化

健全財政 財政悪化

健
全
化
判
断
比
率

0％

■実質赤字比率

　一般会計を対象とした赤

字額の程度

■連結実質赤字比率

　全会計を対象とした赤字

額の程度

■実質公債費比率

　公債費とこれに準ずる経

費の程度

■将来負担比率

　公営企業会計も含めた将

来の支払い予定額の程度

　経常的な経費（人件費・扶

助費・公債費など）に、経常

的な一般財源収入（市税・地

方譲与税・普通交付税など）

がどの程度充当されているか

を表す比率です。この数値が

低いほど、弾力的であるとい

え、独自の施策を行ったり突

発的な事業に対応したりする

ことが可能になります。

　一定の方法で算定した数値

の３年間の平均値を使います。

数値が大きいほど財政に余裕

があり、財政力が強いといえ

ます。この数値が１を超える

と自前の収入で運営できると

いうことになり、普通交付税

が交付されません。

80

100
（％）

90

H27H25

92.7％ 92.8％

H26

90.9％

0.36
H25 H27

0.373

0.367

H26

0.378

0.37

0.38

　除雪費が減少し
た一方で、特別会
計への繰出金の増
加により数値が上
昇しました。

　税収などの減少
により減少傾向に
あります。

■資金不足比率

　公営企業会計（水道事業会計・簡易水道事業特別会

計・下水道事業特別会計・松之山温泉配湯事業特別会

計）ごとに事業規模からみた資金不足の割合

経常収支比率 92.8％

財政構造の弾力性を判断する指標

財政力指数 0.367

財政力の強さを判断する指標

平成
27年度 財 状政 況平成

27年度 構 組成 合 会計

歳出
３億6,695
万円

津南町
1億
1,968万円
（29.9％）

十日町市
9,037万円
（22.6％）

斎場組合費 1,470万円（3.7％）

繰入金
4,670万円
（11.7％）

諸収入 1,922万円（4.8％）
財産収入 ５万円（0.1％未満）

斎場費
1,878万円
（5.1％）

ごみ処理費
２億1,252万円
（57.9％）

し尿処理費
9,816万円
（26.8％）

清掃総務費
886万円
（2.4％）

総務費
2,845万円（7.8％）

議会費 18万円
（0.1％未満）

津 南 町 867万円（2.3％）
十日町市 436万円（1.2％）
栄　　村 167万円（0.5％）

ご
み・し尿処理組

合
費

 ２
億
3
,9
8
8
万
円
（
59
.9

％
）

 　
　組

合費 ２億
5,4

58
万
円
（
6
3
.6
％

）

衛
生
費

 ３億3,832万

円（
9
2
.2
％
）

繰越金
3,365万円
　（10.1％）

使用料
1,993万円
（5.0％）

手数料
1,951万円
（4.8％）

栄村
2,983万円（7.4％）

使用料
および手数料
3,944万円
（9.8％）

歳入
４億0,060
万円

歳出
32億7,097
万円

総務費 2,756万円
（0.8％）

企画振興費 ５万円
（0.1％未満）

公債費
２億
1,888万円
（9.5％）

議会費 50万円
（0.1％未満） 

消防施設費
7,359万円
（2.2％）

 　　消
防費
 30
億

2,
39
8万
円
（
92
.4
％
）

歳入
33億5,772
万円

国庫支出金 5,165万円
（1.5％）

繰越金 9,565万円
（2.8％）

諸収入 1,392万円（0.4％）

常備消防費
10億
6,509万円
（32.6％）

非常備消防費
２億6,638万円
（8.1％）

消防再編計画
事業費
16億1,892万円
（49.5％）

公債費
２億
1,888万円
（6.7％）

非常備消防費
２億6,638万円
（8.1％）

消防再編計画
事業費
16億1,892万円
（49.5％）

十日町市
13億
1,516万円
（39.2％）

津南町
２億
9,218万円
（8.7％）

組合債
15億3,350万円
（45.7％）

常備消防費
10億
6,509万円
（32.6％）

十日町市
13億
1,516万円
（39.2％）

津南町
２億
9,218万円
（8.7％）

組合債
15億3,350万円
（45.7％）

使用料・手数料 229万円
（0.1％未満）

財産収入 185万円（0.1％未満）

 　　
分担
金・
負

担
金
  
16
億
7
3
4
万
円
（
4
7
.9
％
）

県支出金 5,152万円
（1.5％）

※（　）内は構成比

※（　）内は構成比

繰越金8,675万円

繰越金3,365万円

平成27年度 決算 未来に向けて輝くまちづくり

一　般　会　計

一　般　会　計

 （単位：万円）

歳　入 歳　出 繰越金

4,748 4,485 263
家畜指導診療所特別会計

　十日町市と津南町で

構成し、主に消防業務

および家畜指導診療業

務を行いました。

十日町地域
広域事務組合

津南地域
衛生施設組合
　十日町市（中里地域・

松之山地域のみ）・津

南町・栄村の３市町村

で構成し、火葬・ごみ・

し尿などの共同処理を

行いました。
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成28年10月10日号9

　市内には多くの医療機関や介護施設、障がい者のための施設があります。これらの

施設が提供する充実したサービスが、私たちの安心して暮らせる生活を支えています。

　しかし、これらの施設では看護職や介護職などが慢性的に不足しています。資格を

持っている人、意欲のある人を募集していますので、興味がある人はそれぞれの施設

に直接問い合わせてください。

※表中の略表記
　（社福）＝社会福祉法人、（特養）＝特別養護老人ホーム、（地域特養）＝地域密着型特別養護老人ホーム、
（老健）＝介護老人保健施設、（特非）＝特定非営利活動法人（NPO）

　正＝正職員、準＝準職員、専＝専任職員、パ＝パート、嘱＝嘱託職員、健康＝健康保険、厚生＝厚生
年金、労災＝労災保険、雇用＝雇用保険、退金＝退職金共済、他＝確定拠出年金、看＝看護師、准看
＝准看護師、保＝保健師、介＝介護福祉士、普自＝普通自動車免許

施　設 行政区 職種 扱い 勤務形式 月給など 保険など 免許・資格 雇用時期 問

（特養）
ほくほくの里

松代
介護
職員

正 シフト制 164,300円～
健康・厚生・労
災・雇用

介 常時
鈴木
☎597-2020有期

契約
シフト制 159,300円～

健康・厚生・労
災・雇用

※資格者優遇 常時

あい訪問看護
ステーション

千代田町
看護
職員

正 日勤 230,000円～
健康・厚生・労
災・雇用

看 常時 ☎761-7871

（老健）
希望の里松涛園

湯之島

看護
職員

正 シフト制
223,000円～
　291,000円
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

事務係
☎596-3015

正 日勤
197,000円～
　265,000円
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

正 夜勤
273,000円～
　341,000円
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

準
日勤

（２～８時間）
時給

1,200円～1,600円
労災・雇用
※勤務時間による

看または准看 常時

準 夜勤
時給

1,280円～1,706円
※夜勤手当別

労災・雇用
※勤務時間による

看または准看 常時

介護
職員

正 シフト制
188,000円

※諸手当含む
健康・厚生・労
災・雇用

介
H29年
４月

田中外科医院
田中町
本通り

看護
職員

正 日勤 260,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看 常時
☎752-2403

パ 日勤 時給1,500円～ 労災・雇用 看または准看 常時

（特養）七川荘 上山

看護
職員

正 シフト制
170,000円～
　280,000円

健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

なかさと
福祉会
☎763-2669

介護
職員

準 シフト制
139,000円～
　250,000円

健康・厚生・労
災・雇用・退金

不問
H29年
４月

（地域特養）
七川荘やすらぎ

田中
看護
職員

正 シフト制
170,000円～
　280,000円

健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

大坪医院
四日町
新田２

看護
職員

正 日勤
190,000円～

※ほかに諸手当
　あり　　　　

健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時 ☎757-6100

（社福）
十日町市社会福祉協議会
※勤務先は市内介護事

業所　　　　　　

本町２

看護
職員

正 日勤
190,200円～　
250,000円程度

健康・厚生・労
災・雇用・退金

看・准看・保
H29年
４月

総務課
☎750-5010

嘱 日勤 200,000円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看・准看・保 常時

パ 日勤 時給1,550円～ 労災・雇用 看・准看・保 常時

訪問
介護員

パ 日勤 時給1,268円～ 労災・雇用
介（介護職員初
任者研修終了・
旧ヘルパー２級）

常時

（特非）
支援センターあんしん
グループホーム「若竹」

稲荷町４
サービス

管理
責任者

正 日勤
180,000円～
　220,000円

健康・厚生・労
災・雇用

サービス管理責
任者（要件とな
る実務経験があ
るだけでも可）

常時
久保田
☎757-5511

（特非）
支援センターあんしん

高田町３西
送迎

介助員
パ

日勤
（４時間程度）

時給840円 労災・雇用 ヘルパー優遇 常時

施　設 行政区 職種 扱い 勤務形式 月給など 保険など 免許・資格 雇用時期 問

（特養）
桜湯の里

田中

看護
職員

正 シフト制 223,425円～
健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

清津福祉会
大熊
☎763-3177

介護
職員

正 シフト制
173,500円～
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

※資格者・経験
　者優遇

常時

（特養）
桜湯の里２号館

レインボー

看護
職員

正 シフト制 223,425円～
健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

介護
職員

正 シフト制
173,500円～
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

※資格者・経験
　者優遇

常時

デイサービスセンター
レインボー

介護
職員

正 日勤
173,500円～
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

※資格者・経験
　者優遇

常時

（社福）
妻有福祉会

※勤務先は市内介護事業
所または障がい施設

幸町

看護
職員

正 日勤 200,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

法人本部
事務局
☎758-2050

準 日勤 日給8,400円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

パ 日勤 時給1,050円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

介護
職員

正 日勤 172,500円程度
健康・厚生・労
災・雇用・退金

なし 常時

準 日勤 日給6,900円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

なし 常時

パ 日勤 時給870円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

なし 常時

指導員 準 日勤 日給6,900円
健康・厚生・労
災・雇用・退金

なし 11月～

(社福）
十日町福祉会

※勤務先は市内高齢者
施設　　　　　　

中央町

看護
職員

正 日勤 200,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

総務課
☎761-7340

パ
日勤

( ２～６時間)
時給1,500円

健康・厚生・労
災・雇用・退金

看または准看 常時

介護
職員

正
日勤

※早・遅・
　夜勤有

180,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・退金

※資格者優遇 常時

専
日勤

※早・遅有
日額6,800円～

健康・厚生・労
災・雇用・退金

※資格者優遇 常時

パ
日勤

( ２～６時間)
時給840円～

健康・厚生・労
災・雇用

※資格者優遇 常時

訪問
介護員

パ
日勤

( ２～６時間)
時給1,300円～

健康・厚生・労
災・雇用

ヘルパー２級ま
たは介護職員初
任者研修修了者

常時

ヴィラあかし 川治上町

介護
職員

正 シフト制
154,000円～
　292,000円

健康・厚生・労
災・雇用

不問 常時

苗場福祉会
総務部
☎761-7400

看護
職員

正 日勤
203,000円～
　312,000円

健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時

生活
相談員

正 日勤
174,000円～
　232,000円

健康・厚生・労
災・雇用

社会福祉士また
は社会福祉主事

常時

介護支援
専門員

正 日勤
198,000円～
　242,000円

健康・厚生・労
災・雇用

介護支援専門員 常時

機能訓練
指導員

正 日勤
197,000円～
　292,000円

健康・厚生・労
災・雇用

理学療法士また
は準ずる資格

常時

健康倶楽部たちばな
グループホームみかん

仁田
介護
職員

正 シフト制 154,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・他

普自
※資格者優遇

常時

健康倶楽部十日町
（通所介護）

四日町２

介護
職員

正 日勤 154,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・他

普自
※資格者優遇

常時
髙木
☎752-7295健康倶楽部十日町

グループホームゆきんこ
介護
職員

正 シフト制 154,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・他

普自
※資格者優遇

常時

（特養）
まほろばの里川治

川治上町

看護
職員

正 シフト制
203,000円～
　300,000円

健康・厚生・労
災・雇用・他

普自（AT可）
看または准看

常時

まほろばの里
管理
☎761-7333

介護
職員

正 シフト制
154,000円～
　175,000円

健康・厚生・労
災・雇用・他

普自（AT可）
※資格者優遇

常時

生活
相談員

正 日勤
174,000円～
　232,000円

健康・厚生・労
災・雇用・他

普自（AT可）
社会福祉士また
は社会福祉主事
資格

常時

ケアセンター
とこしえかのん

干溝
介護
職員

正
シフト制

（日勤・夜
勤あり）

154,000円～
健康・厚生・労
災・雇用・他

なし 常時
㈱スマイルパー
トナーズ本部
☎765-5322

医療法人社団
たかき医院

土市５
看護
職員

正 シフト制

181,500円～
※諸手当含む

健康・厚生・労
災・雇用

看または准看 常時
総務　高橋
☎750-2622196,500円～

※諸手当含む
健康・厚生・労
災・雇用

助産師 常時

※看護正職員は「就業支度金」を用意している事業所もありますので、問い合わせてください

「安心して暮らせるまち」をつくる力になりませんか
● ● ● ● ●問合せ：福祉課☎757-3757

市内の看護職・介護職　求人のお知らせ
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とおかまち
メニューの日

～地域と学校を結ぶ給食～

5

問合せ：学校教育課☎757-9957

　昨年から大地の芸術祭に関わ

っています。昔から自然が好き

なこともあり、すぐに越後妻有

の風景に魅せられました。初め

は不思議に感じていた自然の中

にアートが溶け込んでいる風景

も、今では当たり前に感じるよ

うになりました。この夏のキナ

ーレでの活動は、子どもたちが

走ったり泳いだりしないように

呼びかけたり、掃除などをした

りしました。子どもが直接アー

トに触れられるのは良いことだ

と思います。３年に１度の芸術

祭の開催年だけでなく、通年の

企画も大切だと感じました。

　こまめなごみ取りや水質調査。開館中は安全

に楽しめるよう子どもたちへの呼びかけなどを

します。地道な作業によって、水がきれいに保

たれています。

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

地元から芸術祭を盛り上げよう！！地元サポーター・こへび隊活動日誌

こへび隊

曽我 大介さん

（東京都在住）

「大地の芸術祭」の里 越後妻有 2016 夏

８月21日㈰　会場：キナーレ

Facebookあります

6
こへび隊

通信

地元
サポーター

❾月のクローズアップ食材「梵
ぼんてんまる

天丸なす」

・梵天丸なすとかぼちゃの肉みそがらめ

・もやしと油揚げのごま酢あえ

・すまし汁

・ごはん

・牛乳

❾月の献立「水沢給食センター」
　肉質がしっかりして
いて、揚げても身くず
れしません。鮮やかな
紫色に、かぼちゃの黄
色も加わり、見た目も
美しくできあがりまし
た。なすが苦手な子ど
ももいますが、残食は
少なく先生からも好評
でした。

栄養士・調理員の声

　甘味があっておいしいので、

なすが苦手な子も、ぜひ食べて

みてほしいです。

■生産者
　妻有工房かわきた
　須藤 由香さん（川治）

　梵天丸なすは繊細で、葉が実

にこすれただけでも傷がついて

しまいます。そのため、風を受

けないように畑一面をネットで

覆い、蒸し暑いなかで作業をし

ています。また、手袋を着けて

扱うと、実にあとが付いてしま

うため、手にトゲが刺さりなが

らも素手で一つひとつ収穫して

います。

JISAPO こへび隊

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・絹織物製造（振袖・
訪問着ほか）、きも
のメンテナンス

・従業員数51人
・十日町市四日町中原
・☎752-2736
・きものの製造からメンテナンス、レンタル商品のケア

まで、きもの全般に関わる仕事をしています

長岡市内の専門学校を経て美容師の道へ。その後、
地元津南町に戻り就職。現在２年目。

村山 美花野さん（津南町・29歳）

高校卒業後、関東の大学に進学し就職。26歳のとき、
実家の農業を手伝うために十日町市へ戻る。現在３
年目。

増田 勇士さん（室島・29歳）

■株式会社　はぶき

就
職
先
は
未
知
の
領
域
　
　
　

　
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

村
山
さ
ん
―
自
分
が
取
引
先
や
商
品
を

ど
れ
だ
け
把
握
し
て
い
る
か
で
、
仕
事

の
進
み
が
変
わ
り
ま
す
。
社
員
の
皆
さ

ん
が
自
分
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

増
田
さ
ん
―
ま
だ
日
々
の
仕
事
で
精
一

杯
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の

経
験
を
積
む
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員

の
皆
さ
ん
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

全
て
覚
え
な
い
と
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
初
め
は
苦
労
し
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
―
友
禅
部
門
で
、
き
も
の
を

染
め
る
染
料
の
調
合
を
行
っ
て
い
ま

す
。
染
料
作
り
は
大
切
な
工
程
で
経
験

が
必
要
な
た
め
、
入
社
当
初
は
失
敗
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
最

近
は
思
っ
た
と
お
り
に
調
合
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
仕
事
が
早
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
実
感
も
あ
り
ま
す
。

村
山
さ
ん
―
き
も
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部

門
で
事
務
を
し
て
い
ま
す
が
、
き
も
の

の
預
か
り
・
仕
分
け
・
出
荷
・
納
品
を

一
人
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ミ
ス
が
あ
る
と
全
て
に
影
響
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
き
も
の
の
種
類
を

村
山
さ
ん
―
き
も
の
に
つ
い
て
は
専
門

学
校
で
着
付
け
を
学
び
ま
し
た
が
、
そ

の
ほ
か
の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
十
日
町
市
は
、
人
と
人
と
の
距
離

が
近
く
、
働
き
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

増
田
さ
ん
―
農
業
を
手
伝
う
た
め
、
十

日
町
市
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
叔
父
が

下
請
を
し
て
い
た
縁
も
あ
り
入
社
し
ま

し
た
が
、
き
も
の
の
こ
と
を
知
ら
な
い

中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

失
敗
や
苦
労
を
糧
に
成
長
へ
　

つ
な
げ
る

経
験
を
積
み
重
ね
、
頼
ら
れ
る

社
員
に



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

12市報とおかまち　平成28年10月10日号市報とおかまち　平成28年10月10日号13

　松之山支所は５月２日に新庁舎へ移転しましたが、

この日地域の関係者が集まり、約50年間使用した旧

庁舎に感謝する、お別れのセレモニーを行いました。

旧庁舎は昭和56年・59年豪雪や中越地震・中越沖地震・

長野県北部地震など多くの災害に耐えてきましたが、

老朽化が進み、今年度中に取り壊わされます。

　参加した村山邦一市議会議員は、「取り壊わしは残

念で寂しいが、新しい庁舎とともに松之山地域を一緒

に盛り上げていきたい」。と話しました。跡地の活用

方法は、松之山自治振興会でアイデアを募集する予定

です。

　“奇祭”と言われる小白倉の『もみじ引き』。

小白倉十二神社秋祭りの一つとして行われてい

るもので、その名のとおり巨大なもみじの木を

引き回します。

　この行事に、21年前から地元のキャンパス

白倉で合宿をしている、ロンドンAAスクール

（英国建築専門学校）の学生たちも参加してい

ます。今年も30人が参加し、集落の人たちと

一緒にもみじを引き、水をかけ合い、飲食をと

もにし、伝統の祭事を楽しんでいました。

　地元の民

話にちなん

だ イ ベ ン

ト「キツネ

田野倉ン」。

これは大地

の芸術祭で

田野倉区と

交流がある名古屋工業大学の石松丈
たけ

佳
よし

先生と

学生たちが企画し、参加者はキツネの仮装で

集落内を走って巡るというもの。ゴール後に

は流しそうめんが振る舞われ、田野倉区は笑

い声であふれました。石松先生は「地域の人

から協力してもらい、楽しいイベントになり

ました」。と話しました。

９月21日から30日まで「秋の全国交通安全運動」が

実施されました。初日には鎧や陣羽織を着た警察、交通

安全協会、市の関係者と、松代保育園児たちが国道253

号を通行する車両に交通安全を呼びかけ、お守りを手渡

しました。

このお守りは園児たちの手作りで、「無事に帰る」と

いう語呂合わせでカエルの折り紙がついており、神社で

交通安全祈願をし

てもらったもので

す。思いがこもっ

たお守りに、受け

取った人たちは、

改めて交通安全を

誓っていました。

　今年度市内で100歳を迎える人は29人です。その一人

である、齋木フミさん（南鐙坂）を関口市長と県十日町

地域振興局の庭野局長が表敬訪問し、記念品などを贈り

ました。７人の家族とともに記念品を受け取った齋木さ

んは、「大勢の家族に囲まれ、毎日楽しく暮らしています」

と長寿の秘けつを元気に話しました。

　「ディレクトフォース」は、か

つて実業界で活躍した人たちで

組織され、さまざまな社会貢献

活動を行っています。小中学校

での理科実験教室もその一つ。

今回、市内小学校３校において、

「ディレクトフォース」による

理科実験教室が行われました。

　田沢小学校では４年生34人がマヨネーズ作りに挑戦。通常では混ざら

ない酢と油が、卵黄を入れて混ぜることで分離せずにマヨネーズになる

“乳化”という現象を、実験を通して学びました。

2016リオデジャネイロパラリンピックの車いす陸上

競技３種目（T54クラス）に、鉢出身の樋口政幸選手

が出場。5,000ｍで４位、1,500ｍは８位に入賞しました。

パブリックビューイングに集まった大勢の皆さんは、

地球の裏側で力走する樋口選手に、大きな声援を送っ

ていました。

50年の思い出をかみしめながら

９月16日㈮：松之山支所旧庁舎

外国人学生たちと盛り上げる伝統の祭り

９月４日㈰：小白倉集落

キツネとランニングで深める交流

８月28日㈰：田野倉区

カエルに誓う交通安全

９月21日㈬：まつだい駅前

地球の裏側まで届く大声援

９月13日㈫～15日㈭：千手中央コミュニティセンター

十日町で強くなる！
　　今までもこれからも

９月９日㈮：キナーレ

長寿の秘けつは「毎日楽しく」

９月19日（敬老の日）：市内各地

未来を担う子どもたちのために

９月13日㈫：橘小、14日㈬：田沢小・西小

「2016リオデジャネイロ五輪女子レス

リング凱旋報告会」が開催され、集まっ

た2,000人の市民が、来市した選手はじ

め日本代表チームを祝福しました。

市内にある“桜花レスリング道場”で

合宿を行った選手の皆さん。吉田沙保里

選手は「十日町のおいしいご飯を食べ、

厳しいトレーニングをして強くなれまし

た」。と支援に感謝をしていました。ま

た、４連覇の偉業を達成した伊調馨選手

は「若い選手もたくさんいるので、十日

町にはこれからもお世話になると思いま

す」。と今後の展開についても語りました。

参加者：約50人、呼びかけを行った車は100台



催
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催
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
会

日
／
会

・
10
月
14
日
㈮
／
錦
町
公
園

・
18
日
㈫
／
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
20
日
㈭
／
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

場
　
※
各
日
午
前
10
時
〜
11
時

内
シ
ニ
ア
カ
ー
指
導
員
に
よ
る
安

全
な
乗
り
方
指
導
・
警
察
署
に

よ
る
講
話
・
安
全
利
用
技
術
の

実
技
講
習

問
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会

（
☎
７
５
７

｜

６
０
５
５
）

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
・

ミ
リ
ア
２
０
１
６

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
祭
典

　
関
東
甲
信
越
約
１
２
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
駆
け
抜
け
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
を
応
援
し
よ
う
。

日
10
月
15
日
㈯
午
前
８
時
〜
９
時

ご
ろ

会
松
之
山
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
前

●
コ
ー
ス
＝
湯
沢
町
（
午
前
７
時

出
発
）
↓
十
二
峠
↓
山
崎
↓
津

南
町
辰
ノ
口
↓
松
之
山
温
泉
↓

上
越
へ

問
十
日
町
市
観
光
協
会
松
之
山
支

部
（
☎
５
９
６

｜

３
０
１
１
）

秋
の
妻
有

土
木
工
事
見
学
ツ
ア
ー

　
施
工
中
の
土
木
工
事
現
場
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
10
月
15
日
㈯
午
前
8
時
50
分
〜

午
後
０
時
30
分
※
雨
天
決
行
・

昼
食
な
し

会
十
日
町
地
域
振
興
局
正
面
駐
車

場
※
集
合
・
解
散

定
先
着
40
人
※
要
事
前
申
し
込
み

●
見
学
場
所
＝
国
道
２
５
３
号
八

箇
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
国
道
３

５
３
号
小
原
道
路
改
良
工
事
、

羽
根
川
災
害
復
旧
・
法
面
対
策

工
事

持
雨
具

他
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）。

十
日
町
駅
か
ら
送
迎
あ
り

申
・
問
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
駅
へ
の
送
迎
の
要
否
を

記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

（n
g
t1

1
1
7
5
0
@

p
ref.n

iig
a
ta

.

lg
.jp

）、
ま
た
は
電
話
で
十
日

町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
計

画
調
整
課
へ
（
☎
７
５
７

｜

５

４
０
８
、
Ｆ
７
５
２

｜

５
３
２

９
）

十
日
町
市
下
水
道
フ
ェ
ア

日
10
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン

内
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
・
パ
ネ
ル
展
示
・

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
車
・
高
圧
洗
浄
車

の
展
示
・
お
菓
子
や
粗
品
の
配

布
な
ど

他
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見

十日町市総合防災訓練

　防災関係機関と地域が連携した防災

訓練です。災害への備えを見直しませ

んか。ぜひ参加・見学してください。

※中里地域住民が主体の訓練です

日10月23日㈰午前８時30分～ 11時

会中里体育館

内・避難所運営訓練

・消防団放水訓練

・高所救助訓練（ヘリコプター）

・災害救助犬捜索訓練

・降雨体験

・自衛隊車両展示

・防災機材展示　など

問防災安全課（☎757-3197）

　当日は市内全域に以下の訓練情報を伝達します。ご

協力をお願いします。

●エフエム緊急告知受信機（防災ラジオ）

　午前８時36分に訓練放送をします。スイッチを切

っていても、一時的に起動して最大音量で訓練情報

が流れます。

●十日町あんしんメール・緊急速報メール（エリアメ

ール）

　午前８時40分ころに訓練メールを配信します。緊

急速報メール（エリアメール）は、市内のサービス

エリア内で対応している携帯電話すべてに配信され

ます。

※機種によってはマナーモードでも着信音が鳴動します

学
会
あ
り
（
午
後
１
時
開
始
・

市
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
集
合
）

問
上
下
水
道
局
下
水
道
係
（
☎
７

５
７

｜

３
１
４
１
）

秋
の
夜
長
の
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト

日
10
月
18
日
㈫
午
後
７
時
〜
※
開

場
６
時
〜

￥
３
千
円
※
前
売
り
２
８
０
０
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

内
小
山
彰
太
ト
リ
オ
で
の
ラ
イ
ブ

会
・
問A

エ
ー
ル

L
E

 b

ビ
ア

e
e
r

& ア
ン
ドp

ピ
ッ
ツ
ア

izza

（
☎

７
５
５

｜

５
５
５
０
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

　
ひ
き
こ
も
る
人
た
ち
は
何
を
求

め
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
本
人

が
自
ら
動
き
出
す
た
め
の
講
演
会

で
す
。

日
10
月
21
日
㈮
午
後
6
時
30
分
〜

※
開
場
6
時

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
池
上
正
樹
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）

問
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
５
０-

５
０
１
０
）

第
47
回

中
魚
沼
郡
十
日
町
市
錦
鯉
品
評
会

　
市
内
と
津
南
町
で
生
産
さ
れ
て

い
る
錦
鯉
の
品
評
会
で
す
。

日
10
月
22
日
㈯
正
午
〜
午
後
３
時

会
十
日
町
農
業
協
同
組
合
本
店

問
十
日
町
農
業
協
同
組
合
営
農
生

活
部
園
芸
畜
産
課
（
☎
７
５
７

｜

１
５
７
３
）

信
濃
川
に
帰
っ
て
き
た

サ
ケ
の
つ
か
み
取
り

日
10
月
22
日
㈯
午
後
1
時
〜
1
時

30
分
・
2
時
〜
2
時
30
分
※
小

雨
決
行

会
清
津
大
橋
下
特
設
会
場
（
清
津

川
左
岸
）

対
中
学
生
以
下
※
幼
児
は
保
護
者

同
伴

￥
５
０
０
円

定
各
回
25
人

申
・
問
中
魚
沼
漁
業
協
同
組
合

（
☎
・
Ｆ
７
６
３

｜

３
０
１
２
）

※
電
話
は
正
午
〜
午
後
1
時
ま

でハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ェ
ス

　
ぜ
ひ
仮
装
し
て
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

日
10
月
22
日
㈯
午
後
3
時
〜
7
時

会
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

問
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ェ
ス
実
行
委
員

会
・
春
日
（
☎
０
９
０

｜

４
９

３
９

｜

７
９
６
７
）

認
知
症
予
防

「
さ
わ
や
か
教
室
」
作
品
展

日
10
月
26
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

会
ア
ッ
プ
ル
と
お
か
ま
ち

内
作
品
展
示
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
・

演
奏

問
㈱
ク
リ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

さ
わ
や
か
教
室
（
☎
７
５
５

｜

５
０
８
５
）・
ア
ッ
プ
ル
と
お

か
ま
ち
事
務
所
（
☎
７
５
５

｜

５
５
７
５
）

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

開
館
10
周
年
記
念

川
西
地
区
青
少
年
育
成
会
事
業

越
後
語
り
座
公
演『
良
寛
さ
ま
』

　
語
り
部
と
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ

る
公
演
で
す
。

日
10
月
28
日
㈮
午
後
７
時
〜
※
開

場
６
時
30
分

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定
先
着
２
５
０
人

問
川
西
公
民
館
（
☎
７
６
８

｜

２

３
０
８
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
施
設
な
ど
に
出
向
い
て
、
高
齢

者
の
話
し
相
手
に
な
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

市報とおかまち　平成28年10月10日号

　おすすめの本と楽しい催しを用意していま

す。読書週間中、平日は午後９時まで開館します。

【読書感想画展示】

　みんなが描いてくれた読書感想画を大公開。

日読書週間中

【合わせて読みたい！ この２冊】

　テーマに沿った２冊の本を貸出します。合わ

せて読むと、本の世界がより深まります。

日読書週間中

【大切な本、もっと大切に　フィルムコート体験】

日10月29日㈯・11月３日（文化の日）・５日㈯・

６日㈰午後１時30分～４時30分

持高さ30センチメートル以内の本を１人２冊

まで

「いざ、読書。」　10月27日㈭～11月９日㈬は読書週間

【おはなしぴよぴよスペシャル：情報館でハロ

ウィンパーティー】

日10月30日㈰午後３時～４時30分

対年中～小学生

定先着20人※要事前申し込み

内ハロウィンにちなんだお話し・スライド絵本・

手遊びなど

【天野季子コンサート】

　本で囲まれた大空間に、のびやかな歌声が響

きます。夜の情報館をお楽しみください。

日11月５日㈯午後７時30分～８時30分

対小学生以上

定先着150人

〈共通〉

会・問情報館（☎750-5100）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成28年10月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成28年10月10日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

す
。

日
10
月
29
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

定
20
人

〆
10
月
19
日
㈬

会
・
問
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
部
（
☎
７
５
７

｜

２
４
０

０
）

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

学
園
祭

　
笑
顔
・
元
気
・
学
生
企
画
が
満

載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
／
内

・
10
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
・
模
擬
店
・
サ
ー
ク
ル

活
動
発
表
な
ど

・
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
／
お
笑
い
ラ
イ
ブ
（
ダ
ン

デ
ィ
坂
野
ほ
か
）・
模
擬
店
・

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
な
ど

他
浦
佐
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
。
当
日
は
進
学
相
談
会
を
同

時
開
催

申
不
要
※
進
学
相
談
会
の
希
望
者

は
、
入
学
セ
ン
タ
ー
へ
要
事
前

連
絡
（
☎
０
１
２
０

｜

４
５
１

｜

１
８
５
）

会
・
問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門

学
院
（
☎
０
２
５

｜

７
７
９

｜

４
５
１
１
）

劇
団 

風
の
子
東
北
「
フ
ク
シ
マ
発
」

　
福
島
の
現
状
を
全
国
に
発
信
し

ま
す
。

●
出
演
＝
劇
団 

風
の
子
東
北

日
10
月
29
日
㈯
午
後
７
時
〜

会
情
報
館

対
小
学
校
高
学
年
以
上

￥
１
５
０
０
円
・
高
校
生
以
下
千

円
※
当
日
３
０
０
円
増

問
十
日
町
お
や
こ
劇
場
・
丸
山（
☎

０
９
０

｜

２
５
４
８

｜

０
５
０

７
）

秋
の
恵
み
を
満
喫

松
之
山
産
業
祭

日
10
月
30
日
㈰
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
２
時
30
分

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

周
辺

内
地
元
野
菜
の
即
売
、
錦
鯉
・
農

機
具
の
展
示
即
売
、
餅
つ
き
大

会
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台
出

店
、
緑
日
、
芸
能
発
表
会
な
ど

※
美
術
展
・
福
祉
ま
つ
り
も
同
時

開
催

問
松
之
山
産
業
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
松
之
山
支
所
地
域
振
興

課
内
☎
５
９
６

｜

３
１
３
４
）

三
好
園　

じ
ょ
ん
の
び
祭

日
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
※
余
興
2
時
15
分
〜
3
時

内
作
品
展
示
・
栗
お
こ
わ
、
き
の

こ
汁
、
焼
き
芋
な
ど
の
売
店

他
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

乗
合
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三

好
園
・
金
澤
（
☎
７
５
６

｜

２

１
０
６
）

信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

２
０
１
６
バ
ス
ツ
ア
ー

「
秋
の
津
南
の
縄
文
文
化
を
巡
る
旅
」

日
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）

会
ク
ロ
ス
テ
ン
※
出
発

￥
4
千
円
※
昼
食
付
き

定
27
人
※
最
少
催
行
15
人

〆
10
月
27
日
㈭

申
森
宮
交
通
株
式
会
社
（
☎
０
１

２
０

｜

47

｜

６
３
０
０
、
Ｆ
０

２
６
９

｜

87

｜

２
５
７
５
）

問
津
南
町
役
場
地
域
振
興
課
（
☎

７
６
５

｜

３
１
１
５
）

講
演
会

木
造
住
宅
の
安
全
性
（
耐
震
）

日
11
月
4
日
㈮
午
後
6
時
〜
7
時

30
分

会
い
こ
て
（
本
町
５
）

内
熊
本
地
震
の
住
宅
被
害
か
ら
見

え
た
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
木

造
住
宅
の
耐
震

講
宮
澤
健
二
さ
ん
（
工
学
院
大
学

建
築
学
科
名
誉
教
授
）

問
新
潟
県
建
築
士
会
中
魚
支
部
事

務
局
（
十
日
町
商
工
会
議
所
・

滋
野
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１
）

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

　
子
育
て
の
悩
み
を
前
向
き
に
と

ら
え
て
、
生
き
て
い
く
コ
ツ
を
歌

や
朗
読
劇
を
交
え
て
伝
え
ま
す
。

日
11
月
6
日
㈰
午
後
2
時
〜
4
時

※
開
場
1
時
30
分

会
市
民
会
館

定
５
０
０
人

内
講
演

：

子
供
と
生
き
る
今
を
楽

し
め
て
い
ま
す
か
？
心
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
て
、
少
し
ゆ
っ
く

り
し
ま
せ
ん
か

講
佐
久
間
レ
イ
さ
ん

他
手
話
通
訳
・
保
育
ル
ー
ム
あ
り

※
10
月
26
日
㈬
ま
で
に
要
申
し

込
み

申
・
問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８
）

事
務
応
用
科
２
期 

平
成
28
年
11
月
入
校
生
募
集

日
11
月
25
日
㈮
〜
平
成
29
年
３
月

22
日
㈬
午
前
9
時
20
分
〜
午
後

3
時
50
分

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
伊
達
３
）

対
Ｏ
Ａ
の
基
礎
か
ら
応
用
を
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

定
15
人

〆
11
月
2
日
㈬

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
） 

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

【
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
・
３
】

日
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

対
溶
接
に
関
し
て
３
か
月
以
上
の

実
務
経
験
の
あ
る
受
験
予
定
者

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
な
ど
は
持

参
定
10
人
※
超
え
た
と
き
は
抽
選

〆
11
月
７
日
㈪

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

｜

５
４
５

｜

２
１
９
０
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

11
月
生
募
集
中 

機
械
加
工
技
術
科

日
11
月
29
日
㈫
〜
平
成
29
年
６
月

28
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
40
分

対
40
歳
未
満
の
再
就
職
希
望
者

●
入
所
選
考
日
＝
11
月
７
日
㈪

￥
無
料
※
教
科
書
代
な
ど
有
料

定
16
人

内
普
通
施
盤
・
Ｎ
Ｃ
施
盤
・
フ
ラ

イ
ス
盤
に
よ
る
機
械
加
工
お
よ

び
機
械
工
作
の
習
得
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
基
礎
な

ど
の
導
入
訓
練
・
企
業
実
習

〆
10
月
28
日
㈮

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

会
・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

（
長
岡
市
・
☎
０
２
５
８
―
33

―
２
７
３
３
）

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

台
風
10
号
被
災
者
救
援

県
民
募
金

●
募
集
期
間
＝
10
月
31
日
㈪
ま
で

●
払
込
先
＝

　
口
座
名

：
　

平
成
28
年
台
風
10
号
県
民
募
金

　
口
座
情
報

：

・
第
四
銀
行
県
庁
支
店

　
１
３
０
６
８
６
４

・
北
越
銀
行
県
庁
支
店

　
２
０
１
７
２
７
９

・
大
光
銀
行
新
潟
支
店

　
３
５
１
７
０
８
４

・
新
潟
信
用
金
庫
出
来
島
支
店
　

１
０
４
１
３
６
９

・
新
潟
県
労
働
金
庫
新
潟
南
支
店

５
７
１
６
３
３
１

※
い
ず
れ
も
普
通
預
金

他
同
一
銀
行
、
労
働
金
庫
の
本
・

支
店
ま
た
は
県
内
の
信
用
金
庫

窓
口
か
ら
振
り
込
む
と
き
は
手

数
料
無
料

問
県
防
災
局
防
災
企
画
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
２
―
１
６
０
４
）

自
衛
官
候
補
生
募
集
（
男
子
）

●
受
付
期
間
＝
11
月
４
日
㈮
ま
で

●
募
集
人
数
＝
若
干
名

対
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

●
試
験
日
＝
11
月
19
日
㈯
・
20
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

問
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８

｜

33

｜

０
２
５
６
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
11
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
午
後
7

時
〜
9
時
※
計
4
時
間

〆
10
月
26
日
㈬

【
日
中
講
習
コ
ー
ス
】

日
11
月
13
日
㈰
午
後
1
時
〜
5
時

〆
11
月
４
日
㈮

〈
共
通
〉

対
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
定
先
着
30
人
※
3
人
以
下
の
と
き

は
中
止

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

会
分
じ
ろ
う
（
旧
本
町
分
庁
舎
）

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０)

応
急
手
当
講
習
会

救
急
入
門
コ
ー
ス

日
11
月
９
日
㈬
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
☎
７
５
７

｜

１
５
５
８
）

10
月
・
11
月
は

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

　
薬
物
乱
用
を
根
絶
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
大
麻
に
よ
る
若
年
層
の

犯
罪
増
加
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
流
通
ル
ー
ト

の
潜
在
化
も
み
ら
れ
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。麻
薬
・

覚
せ
い
剤
の
使
用
や
所
持
な
ど

は
犯
罪
で
す
。「
ゼ
ッ
タ
イ
」
に

手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
薬
物
に
関
す
る
相
談
＝
十
日
町

保
健
所
（
☎
７
５
７

｜

２
４
０

１
）、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
覚
せ
い
剤
等
相
談
窓
口
☎

０
２
５

｜

２
８
０

｜

０
１
１

３
）

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保
健

係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
６
４
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

日
10
月
26
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

会
中
里
庁
舎

内
認
知
症
予
防
は
身
体
作
り
か
ら

申
・
問
き
ら
ら
会
会
長
・
板
野
（
☎

７
８
８

｜

０
７
３
１
）
ま
た
は

十日町市人権啓発講演会
車椅子からの出発（たびだち）
～絶望のどん底から　　　　　
　　　　這い上がるまでの軌跡～

日11月５日㈯午

後２時～４時

会市民会館

内市内中学生の

人権作文３作

品発表（予定）・

講演会

講鈴木ひとみさん

申市民生活課・各支所市民課・各出

張所・各公民館にある申込書を記

入し提出

問市民生活課市民係（☎757-3116）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

18市報とおかまち　平成28年10月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成28年10月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

影
絵
お
楽
し
み
会

日
10
月
15
日
㈯
午
後
7
時
〜
8
時

対
幼
児
〜
小
学
生

内
影
絵
劇「
か
ぐ
や
姫
」・
ク
イ
ズ
・

童
謡
な
ど

会
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５

１
０
０
）

読
む
！
探
す
！
見
つ
け
る
！

〜
夜
の
情
報
館
に
隠
れ
た

　

絵
本
の
動
物
達
〜

　『
聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
』

さ
ん
と
一
緒
に
動
物
絵
本
を
楽
し

み
ま
す
。

日
11
月
5
日
㈯
午
後
7
時
〜
8
時

30
分

対
小
学
生

定
先
着
35
人

〆
10
月
23
日
㈰

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０
）

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
子
育
て
勉
強
会

　
子
ど
も
を
伸
ば
す
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
12
日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
45
分
※
受
付
9
時
15
分
〜

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

￥
５
０
０
円

講
関
崎
智
弥
さ
ん
（
親
業
訓
練
協

会
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）

内
子
ど
も
が
伸
び
る
一
言
・
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３
７
７
）

第
2
回
市
民
体
力
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

　
健
康
維
持
や
体
力
増
進
の
た

め
、
自
分
自
身
の
体
力
年
齢
を
確

認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
10
月
25
日
㈫
午
後
7
時
30
分

　
※
受
付
7
時
15
分

会
市
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
〜
79
歳

※
申
し
込
み
不
要

内
20
〜
64
歳

：

握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
跳

び
・
20
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル
ラ

十
日
町
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
７
５
８

｜

２
３
２
４
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金

福
祉
活
動
費
の
公
募
助
成

　
地
域
で
活
動
す
る
民
間
団
体
の

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
公

募
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
助
成
対
象
事
業
＝
福
祉
・
社
会

教
育
・
地
域
防
災
・
防
犯
・
青

少
年
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
事
業
で
平
成
29
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の

●
対
象
団
体
＝
市
内
で
活
動
す
る

民
間
の
非
営
利
団
体
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
含
む
）
お
よ

び
自
治
会
・
町
内
会

●
助
成
金
額
＝
1
団
体
上
限
10
万

円
●
募
集
期
間
＝
11
月
18
日
㈮
ま
で

●
応
募
方
法
＝
十
日
町
市
共
同
募

金
委
員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）
に
設
置
ま
た
は
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

応
募
書
類
・
募
集
要
項
を
確
認

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

申
・
問
十
日
町
市
共
同
募
金
委
員

会
（
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
）

ン
・
立
ち
幅
跳
び
、65
〜
79
歳

：

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体

前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
メ

ー
ト
ル
障
害
物
歩
行
・
6
分
歩

行
持
運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
履

き
・
タ
オ
ル

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３
）

参
加
者
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
勉
強
会

　
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
共
通

す
る
指
導
力
に
つ
い
て
学
べ
ま

す
。

日
11
月
5
日
㈯
午
後
3
時
〜
5
時

30
分

会
市
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
、
学
校
部
活
動
顧
問
な

ど
￥
５
０
０
円

内
座
学

：

コ
ー
チ
ン
グ
を
考
え

る
、
実
技

：

ジ
ュ
ニ
ア
指
導
に

お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

持
筆
記
用
具
・
運
動
の
で
き
る
服

装
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
室
内

履
き

講
塚
田
哲
弘
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
キ

ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
）

〆
10
月
28
日
㈮

申
市
総
合
体
育
館
窓
口

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３

７
７
）

10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

行
政
相
談
週
間

　
行
政
に
対
す
る
要
望
や
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

日
／
会

・
10
月
19
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
は
あ
と
ふ
る
川
西

・
10
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

／
中
里
庁
舎

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
１
６
）

キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯
臨
時
休
館

　
機
械
設
備
点
検
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。
※
そ
の
他
の
施
設
は
通

常
営
業

日
10
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭

問
キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯
　(

☎
７

５
２

｜

０
１
１
７)

10
月
は
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ

ロ
強
調
月
間
」
で
す

　
市
内
す
べ
て
の
学
校
で
、
６
月

と
10
月
に
い
じ
め
防
止
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
緒
に

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
７
―
３

３
３
６
）

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

対
県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院

で
手
術
を
受
け
さ
せ
た
県
内

（
新
潟
市
を
除
く
）
在
住
の
個

人
ま
た
は
団
体

●
補
助
額
＝
オ
ス
5
千
円
・
メ
ス

1
万
円
※
手
術
費
用
が
補
助
額

に
満
た
な
い
と
き
は
実
費

〆
平
成
29
年
1
月
31
日
㈫
※
期
間

内
で
も
予
算
上
限
（
１
５
０
万

円
）
に
達
し
た
時
点
で
終
了

申
・
問
十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境

課
（
☎
７
５
７

｜

２
７
０
７
）

新
潟
県
内
の
最
低
賃
金
は

７
５
３
円
で
す

　
10
月
１
日
か
ら
22
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
県
内
で
事
業
を
営

む
全
て
の
使
用
者
と
、
そ
の
事
業

場
で
働
く
全
て
の
労
働
者(

臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む)

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
２
５

｜

２
８
８

｜

３
５

０
４
）

休
日
労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

　
労
働
委
員
が
問
題
解
決
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
／
会

・
10
月
23
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
／
県
庁

・
10
月
30
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
／
長
岡
地
域
振
興
局

対
労
働
者
・
事
業
主

内
解
雇
・
賃
金
未
払
い
・
退
職
金
・

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル

申
・
問
新
潟
県
労
働
委
員
会
事
務

局
総
務
課
（
☎
０
２
５

｜

２
８

０

｜

５
５
４
６
）

10
月
は
「
受
信
環
境
ク
リ

ー
ン
月
間
」
で
す

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、
家

庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発

生
す
る
電
気
雑
音
や
、
テ
レ
ビ
受

信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
故
障
、
不
法

無
線
局
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
信
越
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協

議
会
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を

き
れ
い
な
画
面
や
音
声
で
楽
し
め

る
よ
う
電
波
障
害
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の

受
信
障
害

：

放
送
課
（
☎
０
２

６
―
２
３
４
―
９
９
９
１
）、

電
波
の
混
信
・
妨
害
、
不
法
無

線
局
に
関
す
る
こ
と

：

監
視
調

査
課
（
☎
０
２
５
―
２
３
４
―

９
９
７
６
）、
そ
の
ほ
か
情
報

通
信
の
行
政
相
談

：

総
合
通
信

相
談
所
（
☎
０
２
５
―
２
３
４

―
９
９
６
１
）

　市では、生涯を通じて自分の歯でおいしく食

べ、楽しくいきいき過ごせることを目指して、

歯や口の健康づくりを推進しています。今年も

「新潟県よい歯のコンクール」で５人が受賞し

ました。皆さんも80歳になっても歯を20本以

上保てるよう、日頃のケアなどをしましょう。

【新潟県いきいき人生よい歯のコンクール】

　80歳以上で20本以上自分の歯があり、硬い物も食べられ、いきいきと過ごしています。歯ブラ

シのほかに歯間ブラシなどを使用し、日頃のケアをしているそうです。

■優秀賞
■8020推進財団

理事長賞

中町チヱさん

（山本町１）

■奨励賞

板橋ツギさん

（中条島）

■奨励賞

　尾身マツイさん

　（鉢第１）

【新潟県親と子のよい歯のコンクール】

　親子でむし歯が１本

もなく、噛み合わせな

ど優良です。子どもの

仕上げ磨きを毎日頑張

っているそうです。

■優秀賞　徳永久美子さん・愛美さん（上原）

めざそう8
ハチマルニイマル

020！ ～からだの健康はお口から～ 問健康づくり推進課母子保健係
　☎ 757-9759



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー Serialization corner

現在、平均年齢77歳の女性19人が所属しています。これからも変わらず無理
をせず、気楽な会として続けていくのがメンバーの願い。会を受け継いでくれ
る新メンバーも募集中です。

設立20周年を記念にこれまでの活動を
まとめた記念誌を作成。みんなで津南町
の見玉不動尊へ出向き、御

お

護
ご

摩
ま

をたいて
健康祈願をしてもらったのが良い思い出
だと話す岡田さん。引き続き健康寿命の
延伸に力を注ぎます。

会員の資質向上のための勉強
会は、４月から11月の第２
月曜日に開催しています。９
月は分じろうにて健康と体操
について学びました。午前は
学習、午後は会員同士の談話
や歌で、笑い声の絶えないひ
とときを過ごします。

20市報とおかまち　平成28年10月10日号市報とおかまち　平成28年10月10日号21

「長年の技術で挑戦を続ける」

❶

❸

❷

❻❺❹

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

17

い
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
が
普
及
し
て
い

る
な
か
、
栄
さ
ん
は
本
来
の
古
代
米
に
こ

だ
わ
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
草
丈
が

高
い
か
ら
、
肥
料
分
は
少
な
く
し
な
い
と

伸
び
過
ぎ
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
収
穫
量
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
の
が
気
を
使
う
と

こ
ろ
な
ん
だ
」

栄
さ
ん
の
黒
米
は
県
内
５
か
所
の
直
売

所
で
売
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
直
接
受
注
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。「
個
人
で
も
毎
年

買
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
い
る
の
は
う

れ
し
い
ね
。
黒
米
を
使
っ
た
新
し
い
商
品

も
考
え
た
い
な
」

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
し
た
栄
さ

ん
。
現
在
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
稲
作
の

ほ
か
、
古
代
米
の
一
種
で
あ
る
黒
米
を
生

産
し
て
い
ま
す
。「
友
だ
ち
に
紹
介
さ
れ

て
作
り
始
め
て
、
も
う
20
年
に
な
る
ね
」

当
初
は
、
黒
米
の
知
名
度
も
低
く
、
ほ

か
に
生
産
者
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
栽

培
か
ら
販
売
ま
で
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
。「
初
め
は
２
ア
ー
ル
く
ら
い
か
ら
、

少
し
ず
つ
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

て
、
規
模
を
増
や
し
て
き
た
ん
だ
。
今
は

12
ア
ー
ル
く
ら
い
か
な
」

収
穫
量
が
少
な
い
黒
米
。
収
穫
量
の
多

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。
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会
の
設
立
に
携
わ
っ
た
の
は
、「
ふ

れ
あ
い
」
コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
と
し
て

介
護
の
相
談
を
受
け
て
い
た
岡
田
ト
シ

エ
さ
ん
（
中
条
中
町
）
と
、
販
売
員
で

あ
っ
た
二
瓶
良
子
さ
ん
（
昭
和
町
３
）。

「
当
時
は
お
年
寄
り
向
け
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
お
茶
の
間
も
な
く
、
相

談
で
き
る
場
所
を
求
め
る
人
は
多
か
っ

た
。」
と
岡
田
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

仲
間
が
増
え
る
と
、
平
成
12
年
か
ら
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
。
下
条
の

三
好
園
を
皮
切
り
に
、
市
内
の
ほ
か
津

南
町
や
南
魚
沼
市
な
ど
の
福
祉
施
設
を

回
り
、
入
所
者
の
話
し
相
手
や
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

会
員
も
高
齢
と
な
っ
た
今
で
は
、
年

を
取
っ
て
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
毎
月
み
ん
な
で
決
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
講
師
を
招
き
、
自
ら
の
学
び

を
近
所
・
友
達
に
伝
え
て
い
ま
す
。
社

会
の
様
相
を
反
映
し
、
介
護
保
険
や
振

り
込
め
詐
欺
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と

い
っ
た
新
し
い
話
題
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

設
立
か
ら
20
年
、
今
こ
こ
に
あ
る
会

員
の
笑
顔
や
健
康
こ
そ
が
会
の
歩
み
の

た
ま
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

楽
し
み
な
が
ら
自
ら
学
び
、地
域
に
貢
献

ふ
れ
あ
い
の
会

　
平
成
8
年
、
当
時
の
㈱
田
倉
に
設
置
さ
れ
て
い
た
健
康
・
介
護
用
品
コ
ー
ナ
ー
「
ふ

れ
あ
い
」
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
か
ら
会
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の
需
要
を
つ
か
み
発
足

し
た
同
会
は
、福
祉
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
活
動
を
実
践
し
続
け
る
こ
と
20
年
、

形
を
変
え
な
が
ら
も
会
員
の
健
康
促
進
や
家
族
・
地
域
・
隣
近
所
の
支
え
と
な
る
べ
く

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

代
表
・
岡
田
ト
シ
エ
さ
ん
（
☎
７
５
７
―
２
６
１
３
）

❶栄さんの田んぼ。手づくりの看板で黒

米をＰＲ。❷黒米の稲穂。「黒米に含ま

れるアントシアニンという成分が健康に

良いらしいね」❸❹栄さんが販売してい

る黒米関連の商品。袋詰めも全て手作業。

❺自宅前に無人直売所を開設。黒米のほ

か自家製の鶏卵も販売。❻もち米の一種

の黒米。「もち米に混ぜて炊くと赤飯に

なっておいしいよ」「生産の途中でほか

の米と混じらないように、コンバインや

乾燥機は全部２台ずつ持っているんだ」

地
域
お
こ
し
協
力
隊

本
間
小
百
合
さ
ん

黒く
ろ
ま
い米

　
山
田 

栄
さ
か
え

さ
ん

（
東
枯
木
又
・
62
歳
）

ほかに栽培する人が少な
いなか、通常の稲作との
両立は大変なことだと思
います。この黒米をたく
さんの人に知ってもらい、
地域の活気にも繋がって
いってほしいです。
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　「風神雷神図屏風」の雷神の
姿からイメージをふくらませ、
準備体操をしている雷神をかき
ました。雷神の肌の色を作るの
が難しく、何回も色を重ねてぬ
りました。

　ゆめのたまごがわれて、そこ
から何がとび出したかそうぞう
してかきました。とび出した大
きなにじがきれいにかけました。

　ガリバー旅行記のお話の世界
を想像しました。小人や小人が
持っている武器を細かいところ
まで一つひとつていねいにかき
ました。

　公園に虫を採りに行ったとき
の絵です。真ん中の木が立体的
になるように、がんばって工夫
して色をぬりました。

　はじめてのうんどう会で、よ
さこいをおどったことが一番楽
しかったです。手や足を大きく
うごかしたことを思い出しなが
らかきました。

雷
神
の
準
備
体
操

上
村
　
郁い
く

真ま

さ
ん
（
６
年
）

と
び
出
せ
！
ゆ
め
の
び
っ
く
り
た
ま
ご

坂
本
　
美み

優ゆ

さ
ん
（
２
年
）

ガ
リ
バ
ー
旅
行
記

上
村
明あ

日す

真ま

さ
ん
（
４
年
）

夕
日
と
と
も
に
…

川
田
琳り
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
３
年
）

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
ど
っ
こ
い
し
ょ
！

小
川
　
率り
つ

生き

さ
ん
（
１
年
）

　

手
の
部
分
を
工
夫
し
ま
し

た
。
ウ
ッ
ド
ク
リ
ッ
プ
を
つ

け
る
こ
と
で
、
立
体
的
に
し

て
、
メ
モ
用
紙
が
は
さ
め
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ド

セ
ル
の
赤
色
が
目
立
つ
よ
う

に
、
ま
わ
り
を
黄
緑
色
に
し

ま
し
た
。

ランドセル伝言板

小林　凛
りん

さん（５年）
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